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参考資料
※本リリースは、オランダにて、現地時間4月28日（月）に発表されたプレスリリースの抄訳です。

2003年4月30日
DSM、2003年第１四半期の決算を発表

純利益は前年同期比7％増の7,300万ユーロを計上
オランダのスペシャリティ･ケミカル・カンパニーであるDSM（本社：オランダ、ヘーレン市、会長：ピーター・エルバディング）は、2003年第1四半期（2003年1月1日～3月31日）の決算を発表しました。

· 販売量の増加（9％増）により、売上高は7％増に

· 継続事業の営業利益は、前年同期比12％増に
· 第2四半期の営業利益は、今期レベルの維持を予測
（単位：100万ユーロ）

	
	第1四半期
	

	
	2003
	2002
	+/-

	継続事業
	
	
	

	純売上高
	1,453
	1,360
	7%

	
	
	
	

	営業利益＋有形・無形資産償却費(EBITDA)
	187
	180
	4%

	
	
	
	

	営業権償却前営業利益 (EBITA)*
	97
	88
	10%

	- ライフサイエンス製品
	52
	53
	-2%

	- 機能性材料製品
	34
	28
	21%

	-工業化学薬品
	21
	    7
	200%

	- その他事業
	-10
	0
	

	
	
	
	

	営業利益 (EBIT)
	91
	81
	12%

	
	
	
	

	非継続事業 (DSMペトロケミカル)
	
	
	

	   正味売上高
	-
	471
	

	営業利益＋有形・無形資産償却費(EBITDA)
	-
	42
	

	 営業利益(EBIT)
	-
	12
	

	
	
	
	

	DSM合計
	
	
	

	正味売上高
	1,453
	1,831
	

	
	
	
	

	営業利益合計 (EBIT)
	91
	93
	

	
	
	
	

	通常の営業による税引後利益
	72
	68
	

	
	
	
	

	特別利益(税引後)
	-
	-
	

	
	
	
	

	純利益
	73
	68
	7%

	 普通株1株当り(ユーロ)　
	
	
	

	-通常の営業による税引後利益
	
	
	

	-同、営業権償却前
	0.69
	0.65
	

	- 純利益
	0.70
	0.65
	

	
	
	
	

	普通株の平均株式数 (単位100万)
	96.0
	96.3
	


概　況
2003年第1四半期、継続事業の営業利益は前年同期より1,000万ユーロ増えて9,100万ユーロとなりました。通常の事業の純利益は前年同期より400万ユーロ増（6％増）の7,200万ユーロとなりました。少数持分の事業の利益を加えた合計純利益は7,300万ユーロとなりました。

第1四半期の業績について、DSMのピーター・エルバディング会長は次のように語りました。「第1四半期の大きな要因として、大幅なドル安、原材料価格の上昇、また不安定な経済環境などがあげられます。さらに、DSMケミカルズ・ロッテルダムの操業中断に伴い一時費用が発生しました。こうした背景の中でも、今期も満足のゆく業績をあげることができ、営業利益、純利益ともに前年同期を上回りました。9％の販売量増加を達成したことでも明らかなように、一部のマーケットでは市場状況に回復のきざしがみられ、このことが即効的に業績に反映しました。ただし、第1四半期の業績は良好であったものの、市場の展望は依然不透明で、2003年通年については未だ予想できる状況ではありません。第2四半期の営業利益については今期レベルを維持できるものと予想しています」
純売上高 　(継続事業)
（単位：100万ユーロ）
	
	第1四半期

	
	2003
	2002

	
	
	

	ライフサイエンス製品
	503
	517

	機能性材料製品
	458
	449

	工業化学製品
	388
	291

	その他
	104
	103

	
	
	

	合計
	1,453
	1,360


2003年第1四半期の売上高は前年同期比7％増となりました。増収の主な理由は、全分野で販売量が増加したこと（全体で9％のボリューム増）、平均販売価格が5％上昇したことです。一方、米ドル、英ポンド、日本円に対してユーロが値上がりしたことが7％の減収要因となりました。
営業利益
継続事業の営業利益は前年同期比12％増の9,100万ユーロでした。これは主として販売数量の増加によるものです。平均販売価格が上昇したにもかかわらず、原材料価格が高騰したため、利幅は最終的には縮小しました。
グループ別実績
■　　ライフサイエンス製品
（単位：100万ユーロ）
	
	第1四半期

	
	2003
	2002

	
	
	

	グループ内取引を含む純売上高
	516
	531

	営業利益＋有形・無形資産償却費
	92
	90

	営業利益
	52
	53


本分野の販売量は前年同期比4％増でしたが、外貨安による影響（－7％）により売上高は3％減となりました。営業利益は前年同期並みを堅持しました。EBITDAマージン（EBITDA /純売上高）は18％でした。DSM Pharmaceutical Productsは、製薬業界の新製品導入の遅れ、およびその結果生じた供給過剰の影響を受け、営業利益はマイナスとなりましたが、今後の数四半期のうちに改善することが見込まれます。また、市場の状況を鑑みて、事業再編の準備も進めています。DSM Pharmaceutical Productsのブランド製品は厳しい状況にあるものの、DSM Anti-Infectivesのノーブランド製品は好調で、クラブラン酸の大幅な販売増や2000年初めから実施してきたリストラ策の効果もあって、DSM Anti-Infectivesの売上高と営業利益は前年同期を大きく上回りました。DSM Food Specialtiesはドル安の影響で売上高と営業利益が減少しました。DSM Fine ChemicalsおよびDSM Bakery Ingredientsの営業利益は前年同期並みでした。
■　　機能性材料製品
（単位：100万ユーロ）
	
	第1四半期

	
	2003
	2002

	
	
	

	グループ内取引を含む純売上高
	459
	462

	営業利益＋有形・無形資産償却費
	54
	50

	営業利益
	34
	28


機能性材料製品の2003年第1四半期の売上高は前年同期並みでした。ほぼ全分野にわたって販売量が増加し（全体で9％増）、米ドル安ならびにDSM ElastomersとDSM Coating Resinsの販売価格低下を補いました。DSM Elastomersを除き、全事業部門の営業利益が前年同期を上回りました。2002年第4四半期と比較しても、本分野の営業利益は大幅に増加しました。
■　　工業化学製品
（単位：100万ユーロ）
	
	第1四半期

	
	2003
	2002

	
	
	

	グループ内取引を含む純売上高
	421
	318

	営業利益＋有形・無形資産償却費
	42
	29

	営業利益
	21
	7


工業化学製品の売上高と営業利益は、販売量と販売価格の上昇により、前年同期を大幅に上回りました。売上高はDSM Nanjing Chemical Company（カプロラクタムを製造している）を統合したことで2,500万ユーロ増えました。石油・ガスの生産が減少したDSM Energyを除き、すべてのビジネス・グループの業績が前年同期を上回りました。ここしばらく赤字が続いていたDSM Agroは営業黒字に戻すことができました。
■　　その他事業
（単位：100万ユーロ）
	
	第1四半期

	
	2003
	2002

	
	
	


	グループ内取引を含む純売上高
	104
	104

	営業利益＋有形・無形資産償却費
	-1
	11

	営業利益
	-10
	0


その他事業がマイナスとなった要因は、DSM Chemicals Rotterdamで発生した火災の損害の一部をDSMの保険会社が補償したためです。2003年第2四半期にオランダのヘレーンにあるDSM Melamineで3名が死亡する大事故が発生しましたが、この損害の一部もDSMの保険会社が補償するため、第2四半期も同じく赤字が予想されます。

純利益
金融収支は支払金利が前年同期より700万ユーロ減少して100万ユーロとなりました。DSM Petrochemicals売却による投資収入で金融収入が増加したため、こうした改善につながったものです。

2003年第1四半期の有効法人税率は22％と前年同期(18%)より高くなりました。これは税率の低い利益の比率が減少したためです。

連結対象外企業の利益は、主としてMethanorの業績向上により、400万ユーロ増大しました。

継続事業の税引後利益は前年同期より400万ユーロ増え（6％増）、7,200万ユーロとなりました。

純利益は前年同期より500万ユーロ増え（7％増）、7,300万ユーロとなりました。
キャッシュフロー、資本支出、融資 
2003年第1四半期のキャッシュフロー（純利益に有形・無形資産償却費用を加えた額）は、DSM Petrochemicals売却の影響が残っていた前年同期より2,800万ユーロ少ない1億6,900万ユーロでした。資本支出は9,000万ユーロで、有形・無形資産償却費用より若干少ない額でした。

純剰余金は中国のDSM Nanjing Chemical Companyの純負債を統合したことで縮小しました。
従業員
統合の結果（主としてDSM Nanjing Chemical Company）、従業員は1,136名増えました。自然減は290名でした。
ロシュのビタミン・カロチノイドおよびファインケミカル事業の買収の進捗状況
2003年2月10日に契約に調印し、現在、DSMとロシュは当局の承認を得る各種手続きを進めています。
展望
DSMの主な最終市場の景気と取引状況は依然足踏み状態で不透明です。第1四半期は、大幅なドル安と原材料価格の上昇にもかかわらず、安定した増益を達成できました。ただ、これから2003年通年を予測するのは非常に困難です。各分野の状況は次の通りです。

ライフサイエンス製品分野は、これ以上ドル安が進展しないと仮定すると、下半期は上半期よりも好調で、通年では2002年並みの営業利益を計上できる見通しです。

機能性材料製品と工業化学製品の分野では、自動車・電気電子業界への販売量ならびに原材料価格が不透明要素です。

DSMの第2四半期の営業利益は2003年第1四半期並みと予想されます。

2003年4月28日
オランダ、ヘールレン

管理取締役会

財務に関する今後の主な日程

第2四半期業績発表
 2003年7月25日　（金）

2003年中間配当
2003年8月11日　（月）

第3四半期業績発表
2003年10月27日　（月）

2003年度アニュアル・レポート
2004年2月11日　（水）

株主総会
2004年3月31日(水)
###
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	DSM Corporate Communications,

Tel. +31 (45) 5782424, fax +31 (45) 5740680

E-mail: media.relations@dsm.com
	ヒル アンド ノウルトン ジャパン株式会社

（DSM　日本における広報代理）

担当：福沢　／　小保内（おぼない）
TEL:：03-3288-3671



	株主からのお問い合せ先　（インベスター・リレーションズ）



	DSM Investor Relations

Tel. +31 (45) 5782864, fax  +31 (45) 5782595

E-mail: investor.relations@dsm.com



添付資料
· 連結損益計算書
・　キャッシュフロー計算書
· 連結貸借対照表
・　株主資本の変動計算書

DSM N.V.

連結損益計算書

（2002年実績は現在行っていない事業を含む）

単位：100万ユーロ
	
	第1四半期

	
	2003
	2002

	
	
	

	
	
	

	純売上高
	1,453
	1,831

	
	
	

	営業利益＋有形・無形資産償却費(EBITDA) 
	187
	222

	
	
	

	営業権償却前営業利益 (EBITA)
	97
	100

	営業権償却
	-6
	-7

	
	
	

	営業利益 (EBIT)
	91
	93

	金融収支
	-1
	-8

	
	
	

	通常の営業活動による利益
	90
	85

	通常の営業活動による利益への課税額
	-20
	-15

	非連結対照企業の利益
	2
	-2

	
	
	

	通常の営業活動による利益
	72
	68

	税引後特別利益
	-
	-

	  
	
	

	特別利益もしくは損失(税引後)
	72
	68

	少数株主持分
	1
	0

	
	
	

	純利益
	73
	68

	
	
	

	純利益
	73
	68

	累加優先株配当
	-6
	-6

	
	
	

	普通株株主への配当用純利益
	67
	62

	
	
	

	キャッシュフロー
	169
	197

	有形・無形資産償却
	96
	129

	資本支出
	90
	115

	
	
	

	普通株1株当り(ユーロ) *
	
	

	- 通常の営業活動による税引前利益
	0.69
	0.65

	- 純利益
	0.70
	0.65

	- キャッシュフロー
	1.70
	1.99

	
	
	

	普通株の平均株式数(100万)
	96.0
	96.3

	期末の普通株の株式数(100万)
	94.4
	96.3

	
	
	

	従業員数
	19,221
	**18,375

	うちオランダ国内の従業員数
	8,250
	**8,302


*
優先株への配当控除後
**
2002年末現在
※　この四半期レポートの財務情報は未監査です
DSM N.V.
連結貸借対照表

（2002年実績は現在行っていない事業を含む）

単位：100万ユーロ
	
	2003年3月末
	2002年末

	
	
	
	
	

	固定資産
	
	
	
	

	無形固定資産
	457
	
	462
	

	有形固定資産
	2,958
	
	2,885
	

	金融固定資産
	238
	
	292
	

	
	---------
	
	---------
	

	
	
	3,653
	
	3,639

	流動資産
	
	
	
	

	在庫
	972
	
	944
	

	受取勘定
	1,483
	
	1,439
	

	現金 / 有価証券
	2,969
	
	2,974
	

	
	---------
	
	---------
	

	
	
	5,424
	
	5,357

	
	
	---------
	
	---------

	合計
	
	9,077
	
	8,996

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	2003年3月末
	2002年末

	
	
	
	
	

	グループ資本
	
	
	
	

	株主資本
	5,107
	
	5,142
	

	少数株主持分
	67
	
	44
	

	
	---------
	
	---------
	

	
	
	5,174
	
	5,186

	
	
	
	
	

	均衡化勘定
	
	36
	
	32

	準備金
	
	629
	
	682

	長期負債
	
	1,439
	
	1,337

	当座負債
	
	
	
	

	- 有利子
	646
	
	599
	

	- 無利子
	1,153
	
	1,160
	

	
	---------
	
	---------
	

	
	
	1,799
	
	1,759

	
	
	---------
	
	---------

	合計
	
	9,077
	
	8,996

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	使用資本
	
	4,717
	
	4,570

	純負債
	
	-884
	
	-1,038

	グループ資本 / 資本合計
	
	0.57
	
	0.58

	純負債 / グループ資本プラス
	
	-0.21
	
	-0.25

	
	
	
	
	


この四半期レポートの財務情報は未監査です
DSM N.V.
キャッシュフロー計算書
単位：100万ユーロ
	
	                            第1四半期

	
	
	2003
	
	2002

	
	
	
	
	

	期初の現金
	
	2,974
	
	1,148

	
	
	
	
	

	営業活動
	
	
	
	

	- キャッシュフローXE "cashflow"
	169
	
	197
	

	- 運転資本の変化
	-100
	
	34
	

	- その他の変化
	-31
	
	-71
	

	
	---------
	
	---------
	

	営業活動でによるネットキャッシュフロー
	
	38
	
	160

	
	
	
	
	

	投資活動
	
	
	
	

	- 資本投資
	-90
	
	-115
	

	- 事業売却
	8
	
	12
	

	- その他の変化
	9
	
	-11
	

	
	---------
	
	---------
	

	投資活動に支払ったネットキャッシュ
	
	-73
	
	-114

	
	
	
	
	

	配当金支払
	
	-
	
	-

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	生成ネットキャッシュ / 融資活動に使用
	
	-9
	
	80

	統合に伴う変化
	
	39
	
	-3

	
	
	---------
	
	---------

	期末の現金
	
	2,969
	
	1,271

	
	
	
	
	


DSM N.V.
株主資本の変動計算書
単位：100万ユーロ
	
	                         第1四半期

	
	
	2003
	
	2002

	
	
	
	
	

	期初の株主資本
	
	5,142
	
	4,239

	
	
	
	
	

	変動
	
	
	
	

	- 純利益XE "cashflow"
	
	73
	
	68

	- 配当金
	
	-6
	
	-119

	- 為替レートの変動
	
	-28
	
	2

	- 自社株購入
	
	-76
	
	-3

	- その他
	
	2
	
	9

	
	
	---------
	
	---------

	期末の株主資本
	
	5,107
	
	4,196

	
	
	
	
	


この四半期レポートの財務情報は未監査です
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